
和語の非連濁規則と連濁傾向

「目葡辞書」と「和英語林集成」から

一　はじめに
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　連濁 ・非連濁に関与する条件のうち，主に非連濁についてではあるが，多くの研究

がなされてきた。連渇とは，広く提えるなら，複合語や文節構成において，後接の要

素の語頭子音が有声音化する現象を指す。これを広義の連濁と呼んでおく 。文節構成

におげる連濁というものは，非常に少なく ，鼻音，濁音，長音などと大きく関係し ・

かなり法則的な音声同化現象として捉えられよう 。そこで，複雑な様相を示している

複合語の連濁とは切り離して考えられることが多くなり ，複合語の連濁のみを指して

連濁と捉えることがある。この複合語のみを対象とする考え方を前述のものに対し ・

狭義の連濁と口乎ぶことにする。拙論は，もっ ぱら狭義の連濁について考察するもので

ある 。

　さらに，複合語の連濁においても和語と漢語とに分げて論じられることが多い・そ

こで拙論でも，漢語より複雑た様相を示すと予想される和語の複合語の連濁に限定

し， 中世と近代の二つの時代において，どのような規則性がどの程度存在し，どのよ

うに変化したかについて調査，研究を行うものとする。ただし，和語を含む混種語

は， 和語化したものと考え，一括して考察することにする ・

二調査対象と方法

　調査の対象は，ｒ日葡辞書』と『和英語林集成』の二辞書とする。この二辞書は ・

とちらも外国人による ローマ字表記を採るもので，国内の資料に比較して，清濁の違

いが明確であるため，連濁についての調査を行うのにふさわしい資料であると思われ

る。

　調査方法としては，対象とたる二辞書の連濁する可能性のある複合語（すでに連濁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜注１＞
しているものを含む）全てに以下の条件に該当するかどうかを調査するものとする 。

　１　連濁か非連濁か
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２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

　語種（和語か漢語もしくは漢語以外の外来語を含む混種語か）

　語の構成（表１参照）

ａ　活用の有無 ・品詞

ｂ　前項後項の品詞

Ｃ　前項後項の意義関係

ｄ　特殊なもの（数量程度を表すものや助詞を含むもの畳語など）

ｅ　一項が接辞のものや前項が被覆移もしくは省略移のもの

後項の濁音 ・鼻音 ・促音

前項末尾音節の子音（ただし母音のみのときは無記入，長音のときはその母音）

前項末尾音節の母音（ただし援音のときはＮを記入）

後項頭音節（連濁該当音節）の子音

後項頭音節の母音

前項後項の音節数

同音連続のタイプ

前項の濁音の位置

二辞書の異同

古語表記

　１の連濁か非連濁かにおいては，連濁形をＡ，非連濁形をＢ ，連濁 ・非連濁両形の

見られるものをＡ－Ｂとする 。

　２の語種は，Ａ和語十和語 ・Ｂ和語十漢語 ・Ｃ漢語十和語 ・Ｄ和語十外来語 ・Ｅ外

来語十和語の５種に分類する。ただし外来語は漢語以外のものを指す
。

　３の語構成は，表１のとおりである 。

　４の後項の濁音，鼻音については ，

九
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２

Ａ

Ｂ－ａ

Ｂ－ｃ

Ｂ－ａ　ｃ

Ｂ／Ａ

Ｔ

Ｂ

後項第２音節が濁音のもの

第３音節以降に濁音のあるもの

第２音節が鼻音のもの

第２音節が鼻音で，第３音節以降に濁音のあるもの

第２音節の鼻音が濁音と交替可能であるもの

第２音節が促音

その他

のように分類する・ただし，Ａ・Ｂ－ａｃ・Ｂ／Ａの順に優先するものとする
。



　　　　　　　　　　　　　表１　語　　構　　成

Ａ活用しない語

　　１名詞十名詞　　　　一　一Ａ修飾関係

　　 ２語根体言十名詞　　　　　　一丁数量 ．程度
　　３居体言十名詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ助詞を伴うもの
　　４　名詞十盾体言

　　５動詞連用移十居体言　　　　一Ｊ畳語
　　 ６用言連体彩十名詞　　　　　　　 （音象徴語
　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　を除く）
　　７語根体言十居体言

　　８　名詞十語根体言

　　９　居体言十語根体言

　　１０音象徴語十居体言

　　１１音象徴語十名詞

　　１２語根体言十語根体言一　一Ｂ並列関係

　　Ｇ音象徴語

　　Ｘ文節を含むもの（「我は顔」「たそがれ」など）

活用する語

一Ｂ複合動詞

　　　１　名詞十動詞

　　　２動詞連用形十動詞

　　　３　語根体言十動詞

　　　４音象徴語十動詞

一Ｃ複合彩容詞

　　１名詞十形容詞

　　２語根体言十形容詞

　　３居体言十移容詞

　　　Ｊ畳語移容詞

一Ｓ一項が接辞

　Ｈ前項が被覆移

一Ｒ前項が省略移

　９の前項後項の音節数については，「２＋３」のように表す。

　１０の同音連続については

　　Ａ　前項の末尾音節と後項の頭音が同音

　　Ｂ　後項の頭音と次音節が同音

　　Ｃ　連濁することによっ て前項の末尾音節と後項の頭音節が同音となるもの

の３類に分類するものとする 。

　１１の前項の濁音の位置については，後項の濁音が第３音節以降にあ っても，連濁し

にくいということに対して，前項の濁音も同じ性格を持つものかどうかを調べるもの

で， 前項末尾音節が濁音のものを１ ，末尾より２番目が濁音のものを２ ，３番目が濁

音のものを３と表し，以下は，これに準じる 。
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　１２では，まずｒ日葡辞書』に対して，ｒ和英語林集成』との連濁の異同を調査する
。

　１３は，ｒ和英語林集成』に古典語としての短剣ｆ印で示されるものを調査する。古

輿語はＫ，その他は無記入とする 。

　　　　　　　　　　　　　　〈注２＞
　以上の項目について，『Ｔｈｅ　Ｃａｒｄ』を使用して，コソピュータ入力を行い，それぞ

れの連濁する確率を見ることにする。以下この確率を連濁率と称する 。

三　検証と考察

　＜１＞一次連濁率

　まずそれぞれの辞書におげる連濁率について各項目毎に調査を行った。全体として

は表２のとおりである。連濁率の算出は ，

　　　　　　　　　　　　　　　　連濁用例数
　　　　　　　　　連濁率一　　　　　　　　　　　×１００
　　　　　　　　　　　　　　用例数一両形ある例数

の算式による 。

表２　全体の連濁率

条　　　件

ｒ目葡辞書』

『和英語林集成』

例数１連濁
４． ６４６　　　　　２．０８６

７． ２７９　　　　　３，６５４

両

８５

７２

連濁率

４５．７５

５０．７０

九

４

　全体の連濁率では，『和英語林集成』のほうが約５％高くな っており ，連濁現象が

時代が下がるにつれて減少するということはたい 。

　〔ぴ〕語　　　種

　語種別に見ると漢語十和語のものが他より高くなっている。しかし，それは「う ・

むの下濁る」に相当する嬢音，直音の直後の連濁が多いためであろう 。また『和英語

林集成』におげる外来語との混種語は，用例数が少ないものの，連濁するものが６例

あり ，連濁は１６世紀に初めて日本に入って来た西洋の語にも影響を及ぼしていたこと

がわかる 。

　〔９〕語　構成

　語構成については表３のとおりである。活用するものとしないものでは活用しない

ものの方が連濁率が高いと思われ，複合動詞については約６バーセソトの低連濁率を

示した。しかし，複合移容詞については活用しないものより１０％近く高い連濁率を示

すこととな った。これは，複合影容詞が複合動詞より定型化しているからであろう 。

　表３において注目すべきことは，まず，並列関係にある語には連濁例がほとんどな



表３－１ 語構成ｒ目葡辞書』

条　　　　件

Ａ活用しないもの

Ａ１Ａ

　２Ａ

　３Ａ

　４Ａ

　５Ａ

　６Ａ

　７Ａ

　８Ａ

　ｇＡ

１ＯＡ

１１Ａ

１２Ａ

　１Ｂ

　５Ｂ

Ｇ

Ｊ

Ｘ

名詞十名詞

語根体言十名詞

居体言十名詞

名詞十居体言

動詞連用形十居体言

用言連体形十名詞

語根体言十居体言

名詞十語根体言

居体言十語根体言

音象徴語十居体言

音象徴語十名詞

語根体言十語根体言

名詞十名詞

動詞連用彩十居体言

音象徴語

畳語

文節を含むもの

修飾関係

　〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

並列関係

　〃

Ａ－丁　数量 ・程度

　一Ｎ　助詞ｒつ」「な」たどを伴う

Ｂ複合動詞

１

２

３

４

名詞十動詞

動詞連用移十動詞

語根体言十動詞

音象徴語十動詞

Ｃ複合移容詞

１

２

３

Ｊ

名詞十彩容詞

語根体言十形容詞

居体言十彬容詞

畳語形容詞

Ｓ　接辞を一項とするもの

Ａ　複合名詞

　Ｂ　複合動詞

　Ｃ　複合形容詞

Ｈ　前項が被覆形

Ｒ　前項末尾が省略

例　数

３． ２１１

１． ３９４

　２４５

　４９３

　６４２

　１８１

　　７

　３５

　３６

　　１

　　２

　　２

　　１

　３５

　　７

　５７

　７０

　　３

２６

４

１． ３７０

　９５

１． ２６４

　　６

　　５

６５

４５

５

９

６

１６３

５５

９９

　９

１９２

２０

連濁
１． ９５２

　８８６

　１０９

　３１６

　４１６

　１００

　　０

　３０

　３１

　　１

　　１

　　２

　　１

　　０

　　０

　　３

　５６

　　０

２

３

８８

６７

１４

５

２

４６

３０

４

７

５

３７

３１

０

６

１０２

１６

両

６９

３１

８

１０

２０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１４

１２

２

０

０

２

２

０

０

０

２

２

０

０

１０

０

連濁率

６２．１３

６５．Ｏ０

４５．９９

６５．４２

６６．８８

５５．２５

　０

８５．７１

８６．１１

１００

５０

１００

１００

　０

　０

　５．２６

８０

　０

７． ６９

７５

６． ４９

８０，７２

１． １１

８３．３３

４０

７３．０２

６９．７７

８０

７７．７８

８３．３３

２２．９８

５８．４９

０

６６．６７

５６．０４

８０
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表３－２ 『和英語林集成』

条　　　　件

Ａ活用しないもの

Ａ１Ａ

　２Ａ

　３Ａ

　４Ａ

　５Ａ

　６Ａ

　７Ａ

　８Ａ

　ｇＡ

１０Ａ

１１Ａ

　１Ｂ

　５Ｂ

１２Ｂ

　Ｇ
　Ｊ

　Ｘ

名詞十名詞

語根体言十名詞

居体言十名詞

名詞十居体言

動詞連用形１＋居体言

用言連体形十名詞

語根体言十居体言

名詞十語根体言

居体言十語根体言

音象徴語十居体言

音象徴語十名詞

名詞十名詞

動詞連用形十居体言

語根体言十語根体言

音象徴語

畳語

文節を含むもの

修飾関係

　〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

並列関係

　〃
〃

Ａ－丁　数量 ・程度

一Ｎ　助詞ｒつ」「な」などを伴う

Ｂ

１

２

３

４

複合動詞

名詞十動詞

動詞連用形十動詞

語根体言十動詞

音象徴語十動詞

Ｃ

１

２

３

Ｊ

複合形容詞

名詞十形容詞

語根体言十移容詞

居体言十形容詞

畳語形容詞

Ｓ　接辞を一項とするもの

Ａ　複合名詞

　Ｂ　複合動詞

　Ｃ　複合捗容詞

Ｈ　前項が被覆形

Ｒ　前項末尾が省略

例　数

５． ６９０

２． ４１７

　３４１

　９３５

１． ２８７

　３０３

　３４

　４２

　４７

　　４

　　６

　２１

　４５

　１７

　　２

　１１２

　７２

　　４

４５

１７

１． ４１９

　２７９

１． ０７９

　２０

　４１

１７０

１１０

１１

２２

２７

２００

１４９

２８

２３

２８３

６６

連濁
３． ３０７

１． ５０８

　１８１

　５７３

　７５５

　１３７

　　４

　３１

　３０

　　２

　　２

　１６

　　１

　　１

　　１

　　６

　５５

　　３

１１

８

２３６

１７７

３６

１７

　６

１１１

６９

　５

２１

１６

６９

５６

３

１０

１７６

４１

両

６２

２４

６

１２

１０

１０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

８

６

２

０

０

２

２

０

０

０

２

２

０

０

４

２

連濁率

５８．７６

６３．０２

５４．０３

６２．０８

５９．１２

４６．７６

１１ ．７６

７３．８１

６３．８３

５０

３３．３３

７６，１９

２， ２２

５． ８８

５０

５． ３６

７６．３９

７５

２４．４４

４７．０６

１６．７３

６４，８４

３． ３４

８５

１４．６３

６６．０７

６３．８９

４５．４５

９５．４６

５９．２６

３４．８５

３８．１０

１０．７１

４３．４８

６３．０８

６４．０６



いことである。次に音象徴語には連濁するものが非常に少ないことである。さらに文

法的に結合の弱い，前項が用言の連体移であるものも，用例数が非常に少ないが，す

べて非連濁とた っている。そして少ない連濁例がｒ目葡辞書』ではなく ，ｒ和英語林

集成』にのみ現れることが重要である 。

　また前項後項の関係から見ると ，修飾関係で後項に語根体言のくるものはｒ目葡辞

書』で約８７％，『和英語林集成』で約６３％の連濁率を示している 。

　他に，低い連濁率を示している複合動詞の中でも特に動詞連用捗十動詞のものがそ

れぞれ約１劣，３劣とそれだげが低くな っていること ，また名詞十動詞の彩のものが

約８１％，６５％と高くな っているのに対し，その名詞化したものと捉えられる名詞十居

体言が約６７％，５９％とそれより低くなっていることも問題となろう 。前者は動詞連用

形十動詞の捗のものの複合語としての認定の問題とかかわるものであり ，後者は複合

動詞とその連用彩名詞が，単純動詞の連用形の名詞化と同じ次元では扱えず，構成要

素がもとから名詞化していたものであ った可能性の高いことを示している 。

　名詞十居体言については，『目葡辞書』だけではあるが，さらに目的格を取るもの

と， その他の２類に分げることにすると ，目的格を取るものは約４８％，その他は約８２

％となり ，やはり目的格を取るものはやや連濁しにくいと考えられそうである。ただ

し， 複合動詞に関しては差がなく ，影響がないことが明らかにな った 。

　また数量 ・程度を表す語，接辞を含むものは連濁率が低かった。前項が被覆彩のも

のは高い連濁率が予想されたのだが，意外に高くなく ，前項末尾に省略形のあるもの

は， 用例こそ少たいが，ｒ目葡辞書』ではかなり高い連濁率を示している 。

　〔ア〕　後項の濁音と鼻音，促音

　調査の結果は表４のとおりである。後項の濁音は第２音節にあるものも第３音節以

下にあるものも全て非連濁であり ，その位置に問題はない。ただしｒ和英語林集成』

には後項に濁音がありたがら連濁するものがｒＤａｍｂａｓｈ１ｇｏ（段梯子）」ｒＦｕｍｂａｔａ －

９ａ「ｕ（踏んぱたがる）」の２例現れる 。

　なお，後項の第２音節がナ ・マ行音で，ダ ・バ行音と交替可能なものも連濁しにく

いはずだが，ｒ和英語林集成』にはｒＡｏｚａｍｕｒａｉ（青侍）」という連濁例が現れる。さ

ぶらい」という異捗にとらわれ，本来連濁すべきでなかったｒさむらい」がｒ田舎

侍」「芋侍」のように積極的に連濁形を取るようになるのである。ここではこの１例

しか検出できなかったが，複合語の後項としては連濁した彬のものが習慣化していた

と考えられる。ｒ梯子」の例も現代語ではｒ縄梯子」ｒ吊梯子」と連濁傾向が強く ，習

慣化の結果と考えたい 。
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表４　後項の濁音と鼻音，促音ｒ日葡辞書』

和
語
の
非
連
濁
規
則
と

連
濁
傾
向

条　　　件 例数 連濁 両 連濁率

Ａ　　後項第２音節が濁音 ５７１ Ｏ ０ ０

Ｂ－Ａ　第３音節以下に濁音 １１６ ０ ０ ０

Ｂ－Ａ　Ｃ第２音節が鼻音，以下に濁音 ２７ Ｏ ０ ０

Ｂ‘Ｃ　第２音節が鼻音 ５８３ ３４７ ８ ６０．３７

Ｂ／Ａ　同鼻音が濁音と交替可能 １０ ０ ０ Ｏ

丁　　第２音節が促音 １ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｂ　　その他
３， ３３８ １， ７３９ ７７ ５３．３３

『和英語林集成』

条　　　　件 例数 連濁 両 連濁率

Ａ　　後項第２音節が濁音 ７３５ ０ Ｏ ０

Ｂ－Ａ　第３音節以下に濁音 １１８ ２ ０ １． ６９

Ｂ－Ａ　Ｃ第２音節が鼻音，以下に濁音
２１ ０ ０ ０

Ｂ－Ｃ　第２音節が鼻音
１， １７７ ７１８ ８ ６１ ．４２

Ｂ／Ａ　同鼻音が濁音と交替可能 １０ １ ０ １０

丁　　第２音節が促進 ９ ９ ０ １００

Ｂ－Ｃ　Ｐ第２音節が穣音，次が半濁音 １ Ｏ Ｏ Ｏ

Ｂ　　その他
５， ２０９ ２， ９２４ ７７ ５６．８３
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　表中のＢ－ＣＰは「ＹｕｔａｍＰｏ（湯たんぽ）」の１例で，Ｐは半濁音のものである。し

かし第２音節に半濁音のくるものは見られない 。

　〔６〕前項末尾音節
　　　　　　　　　　〈注３＞
　前項末尾音節については，ｒ目葡辞書』で穣音が９１％，ウ段長音が７３％，オ段長音

が７７％というように，高い連濁率を示している。これから「ウ ・ムの下濁る」という

ことが傾向としてあったことがわかる。ところが，『和英語林集成』ではそれぞれ７２

％， ５７％，６６％とかなり低くな っており ，全体の連濁率自体が高くなっているのに対

して，逆行していることに汰る 。

　一方，連濁率の低いものとしては母音連続の３１％，４２劣，流音ラ行音の３６％，４２

％， 濁音のＢの３６％，４４％，Ｊの３６％，５１％，Ｇの４７％，４３％が挙げられるが，全体

の連濁率と比較して，連濁忌避の傾向があるとはいえまい 。

　〔£〕後項頭音節

　後項頭音節つまり連濁該当音節においては子音Ｓが３５劣，３７％とＸ（ンヤ 行）が２４

％， ３０％，Ｃ（チャ 行）が２９％，９％と低い連濁率で，これらの子音は調音点，調音

方法等に非常に近いものがあり ，音声的性格が影響するのではないかと考える 。



　なお母音には特徴的なものは見られない 。

　〔く〕音節　数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜注４＞
　前項と後項の音節数（ｒ目葡辞書』のみ）については表５のとおりである。表５に

よれぱ，後項が長いものほど連濁率が低くな っている。さらに『和英語林集成』で

は， 前項が長いものほど連濁率が高くな っている。音節数が２＋２のものは平均値に

近い値を示しており ，複合語の基本的音節数であるため安定した数値を示すと思われ

る。

＼前項 １

　＼　　　１
菱項＼

１

２

３

４

５

２

表５　音節数『目葡辞書』

３ ４

２４　　　　　　　２２５　　　　　　　　６６　　　　　　　　７

１４　　１１８（６）　４７（３）　４

５８．３３　　　　　５３．８８　　　　　７４．６０　　　　５７．１４

３５４　　１．６３７　　　３６７　　　７３

２２０　　８４３（３９）　２４２（８）　５９

６３．５８　　　　　５２．７５　　　　　６７．４１　　　　８０．８２

５

１９４１，Ｏ０９２５２３５２
１０９（６）　２８７（１５）　８０　　１８　　　１

５７．９８　　　　　２８．８７　　　　　３１．７５　　　　５１ ．４３　　　　５０

４０　　　　２４３　　　　７２

１３　　　　２１　　　　８

３２．５　　　　　　　８．６４　　　　　１１ ．１１

２６

２

７． ６９

６ 計

３２２

１８３（９）

５８．４７

２． ４３２

１， ３６４（５５）

　５７．３８

１． ４９２

　４９５（２１）

　３３．６５

３５８

４２

１１ ．７３

３９

２

５． １３

和
語
の
非
連
濁
規
則
と

連
濁
僚
向

６

　　　６１６　　３．１４２　　７６６　　１１８　　　３

計３５６（１４）１，２７１（６０）３７７（１１）８１　１

　　　５９．１８　　　　　４１ ．２４　　　　　４９．９３　　　　６８．６４　　　　３３ ．３３

４． ６４６

２， ０８６（８５）

　４５．７５

　〔刀〕　同音連続のタイプ

　同音連続については表６のとおりである。ｒ目葡辞書』では後項の頭音節と次音節

が同音の場合，２８％と低くなっているが，その他は平均連濁率よりやや高くな ってい
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表６　同音連続のパターソｒ日葡辞書』

和
語
の
非
連
濁
規
則
と
連
濁
傾
向

条　　　件

Ａ

Ｂ

Ｃ

前項末音と後項頭音が同音

後項頭音と次音節が同音

連濁すると前項末音と同音

例　数

４０

１１５

　７

連濁
２４

３０

４

両 連濁率

６０

２７．５２

５７．１４

『和英語林集成』

条　　　　件

Ａ

Ｂ

Ｃ

前項末音と後項頭音が同音

後項頭音と次音節が同音

連濁すると前項末音と同音

例　数

７４

１１０

１６

連　濁

４４

６２

７

両 連濁率

５９．４６

５６．３６

４３．７５

る。 『和英語林集成』では，連濁すると前項の末尾音節と後項の頭音節が同音になる

ものが多少低いものの，他は平均的た値を示している 。

　〔６〕前項の濁音

　前項の濁音については表７のとおりで，前項の濁音が後項の濁音と同様に連濁を忌
　　　　　　　　　　＜注５＞
避する傾向は認められない 。

表７　前項の濁音ｒ日葡辞書』

条　　　件 １例数 １連濁 １両 連濁率

１前項末尾音節が濁音 ３６８ １５５ １４ ４３．７９

２　末尾より２番目の音節が濁音 ２４５ １２９ ６ ５３．９７

３　末尾より３番目の音節が濁音 ３１ １９ Ｏ ６１ ．２９

４　末尾より４番目の音節が濁音 ５ ４ Ｏ！ ８０

『和英語林集成』

八
七

１０

１両１連濁率

１前項末尾音節が濁音 ６２５ ２９７ ６ ４７．９８

２　末尾より２番目の音節が濁音 ３１１ １５１ Ｏ ４８．５５

３　末尾より３番目の音節が濁音 ３５ ２４ Ｏ ６８．５７

４　末尾より４番目の音節が濁音 ９ ８ Ｏ ８８．８９

　〔 ６〕二辞書の異同

　同移の語および類似の語は全体で１，８９９例あり ，９４９例が連濁し，その連濁率は５１

％（両形のものが４３例あったため）であり ，『日葡辞書』より高い値を示している
。

そのうち・９４例が変化し，変化する確率は，連濁彩から非連濁形になるもの約２％
，



非連濁形から連濁形になるもの約４劣，連濁 ・非連濁両秋こ揺れのあるものを含め ，

変化率は約５％，およそ２０例に１例の割合となる 。

　〔”〕　古　　　語

　『和英語林集成』には古語という記入のあるものがあるか，古語とされたものは５３

％， その他は５１％と連濁率には大きな差違はない 。

　＜２＞二次連渇率

　以上より ，用例数の極端に少ないものを除き，１００％連濁する条件は在かったが ，

連濁しない条件はいくつかあ った 。

（１）後項第２音節に濁音がある場合には全く例外は見られない。次にｒ目葡辞書』で

は連濁率がＯ％でありたがら，『和英語林集成』においていくつかの例外の現れる条

件がある。その一つは ，

（２）後項第２音節以下に濁音がある場合で，例外は２例約１％の連濁率である。また

（３）後項第２音節が濁音と交替可能な鼻音である場合は（１）に類するものである 。

　語構成の面からは ，

（４）前項後項が並列関係にある場合があげられる。これもｒ目葡辞書』では例外たく

非連濁で，『和英語林集成』では３例の例外が現れ，その連濁率が約５％になる 。

　そこで，二辞書の全用例から，以上の四つの条件に該当するものを除外して，今一

度連濁率を算出することにした。そこで，以上見てきたものをｒ一次連濁率」と呼

び， 以下の新しい連濁率をｒ二次連濁率」と呼ぶことにする。たお，非連濁のものぱ

かりを除外したため，一次連濁率より二次連濁率は当然高くなる。二次連濁率以下に

ついては，顕著な条件についてのみ述べることにする 。

　〔９〕語　構　成

　語構成から分析した連濁率については，全体的に高くなっているものの１前項が連

体捗であり ，文法的結合を行た っているものが０％，１３％，音象徴語がともに６％ ・

動詞連用形十動詞が１％，４％と低い連濁率にな っているのが目立つ・接辞を含む複

合動詞もＯ％，１２％と低い連濁率を示している。これより ，『目葡辞書』で０％など

規則的な非連濁を示していたものが，ｒ和英語林集成』において連濁が可能な状態に

なっ たと考えられる 。

　高いものでは，語根体言十居体言の９４劣，８４％，畳語の９０劣，９２劣，前項に省略形

を取るものの８９％，７５％が特徴的である。また動詞連用彩十動詞を除く複合動詞が８２

％， ６４％，複合移容詞が８１％，７６％と高くな っている 。
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　〔ｒ〕後項の鼻音

　後項の第２音節に鼻音のくるものについては，６１％，６２％と似た値を示している

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜注６＞が， 平均連濁率５５％，５８％よりともに高く ，連濁忌避傾向にはないことがわかる 。

　〔６〕前項末尾音節

　前項末尾に１駿音がくる場合は，９６％，７７％とた っている。長音についてもウ段が８０

％， ６７％，オ段が８８％，７４％とな っているが，ｒ目葡辞書』より ，ｒ和英語林集成』の

方が連濁率が低くた っていることに気付く 。このことからｒウ ・ムの下濁る」という

のは中世には該当するが，近代にはかならずしも当てはまらない規則であると思われ

る。

　〔£〕後項頭音節

　一次連濁率と同じく ，子音Ｓ ，Ｃが低いほか，『目葡辞書』ではＸが平均程度にた

り， 逆にＴが低くな った。『和英語林集成』では，Ｓ ，Ｃ ，Ｘ，丁全てが低くな って

いる 。

　〔刀〕　同音連続のタイプ

　これも一次連濁率と似ており ，ｒ目葡辞書』では後項の頭音節と次音節が同音の場

合２９％と低いほかは，平均連濁率より高く ，むしろ連濁傾向にあり ，同音連続が連濁

を忌避するという説には賛成できない 。

　他に述べたかったものは，一次連濁率に似た状況を示すものと推測されたい 。

八
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　＜３＞三次連濁率

　二次連濁率より ，さらに非連濁傾向の強いものについて考えることにする 。

（５）用言連体捗十名詞

（６）音象徴語

（７）動詞連用形十動詞が連濁率の低いものであ った。また ，

（８）接辞を含む場合も ，３２％，４１％でやや低くな っている 。

　この接辞を合むものと ，程度 ・数量などを表すもの，助詞を含むものなどは，一般

的でないものと考え，また非常に連濁率の高い畳語（それぞれ９０％，９２％）も取り出

して考えることにする 。

　そこで，二次連濁率からさらに以上の条件に該当する用例を全て除外して連濁率を

算出する。これを三次連濁率と称することにする 。

　ｒ日葡辞書』の三次連濁率は二次より２０％弱上昇し，７４％とた った。これは，４例

に３例が連濁する高連濁率である。一方，『和英語林集成』では１１％の上昇を示し ，



表８ 三次連濁率の音節数『目葡辞書』

＼前項
　　＼

後項＼

１

２

３

４

５

計

１

１９

１１

５７．８９

２７６

２２０（８）

７５．３７

１０８

９９（４）

９５．１９

１０

１０

１００

４１３

３２２（１２）

８０．３０

２１７

１１７（６）

５５．４５

１． ２０６

　　７８２（３７）

　　６６．８９

３４３

２８２（１５）

８５．９８

１９

１５

７８．９５

　　１

　　１

１００

１． ７８６

１， １９７（５８）

　　　６９．２７

３

６６

４７（３）

７４．６０

２９０

２４２（８）

８５．８２

７０

６８

９７．１４

　９

　８

８８．８９

４３５

３６５（１１）

８６．０８

４

　７

４

５７．１４

６３

５９

９３．６５

２１

１８

８５．７１

９１

８１

８９ ．０１

５

　１

　　１

１００

　１

　　１

１００

計

３０９

１７９（９）

５９．６７

１． ８３５

１， ２８５（５３）

　　７２．１１

５４３

４６８（１９）

８９．３１

３８

３３

８６．８４

　　１

　　１

１００

２． ７２６

１， ９６６（８１）

　　　７４．３２

『和英語林集成』

１

３

４

５

計

３４

１９（４）

６３．３３

５７０

４１４（１６）

７４．７３

２３９

１９５（４）

８２．９８

２９

２０

６８．９７

８７２

６４８（２４）

７６．４２

４８３

２４３（２）

５０．５２

２． １４７

１， ３１７（３６）

　　　６２．３９

５９８

４７５（４）

７９．９７

５４

３４

６２．９６

３． ２８２

２， ０６９（４２）

　　　６３．８６

１１６

８１

６９．８３

４８７

４０１（２）

８２．６８

１１９

１０７

８９ ．９２

１２

　８

６６．６７

１

０

０

７３５

５９７（２）

８１ ．４５

１４

１３

９２．８６

１０８

９２

８５．１９

１６

１５

９３．７５

　２

　２

１００

１４０

１２２

８７．１４

　８

　８

１００

　　８

　８

１００

６４７

３５６（６）

５５．２４

３． ３２０

２， ２３２（５４）

　　　６８．３４

９７２

７９２（８）

８２．１６

９７

６４

６５．９８

１

０

０

５． ０３７

３， ４４４（６８）

　　　６９．３１
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６９％とた った・これは，一次，二次と連濁率で上回ってきたｒ目葡辞書』より５％下

回ることを示す。

　〔ア〕後項の鼻音

　後項の鼻音についてはそれぞれ平均より８劣高くｒ目葡辞書』で８２％，『和英語林

集成』で７７％となり ，中世において鼻音と濁音が同じように連濁を忌避することはた

い。

　〔６〕前項末尾音節

　前項末尾に母音連続が来るものは，一次，二次と低めの連濁率であ ったが，三次連

濁率になって平均以上の連濁率とな った。これは前項が動詞連用形のものに多くある

タイプであり ，それが除外されたためであろう 。

　『目葡辞書』では，穣音の直後に連濁する確率が９６％になり ，ｒＢＡＮＴＥ（番手）」

「ＳＥＮＴＥ（先手）」の２例が例外とた っている。長音についてはウ段が８０％，オ段が

８９％とやや高い連濁率ではあるが，一次，二次連濁率ほど目立ったものではなくな っ

ている 。

　『和英語林集成』については，長音 ・援音ともｒ日葡辞書』におげるほど影響を与

えていないが，その他のものも全体に平均的にぱらついているようであ った 。

　〔（〕音節数

　音節数については表８のとおりである。一次連濁率では後項の長いものほど連濁率

が低くなり ，『和英語林集成』では，さらに前項が長いものほど逆に連濁率が高くな

っていたが・三次連濁率においては，その傾向が見られたくた っている。以上から考

えられることは，動詞連用形十動詞などの連濁率を低下させていたものが後項の長い

ものに偏っていたのではないかということである。そこで『和英語林集成』について

のみではあるが，一次，二次と除外された用例を音節数により分げ，表９を作成した

ところ，やはり後項の長いものほど除外される確率が高くな っていた 。

表９　『和英語林集成』で，一次，二次と除外された用例の音節数

八

１４

後／前 １ ２ ３ ４ ５ 合計

１ ９ ５０ ９ ３ ０ ７１

２ １６２ ６８５ ８７ １０ １ ９４５

３ １４６ ７１２ １０９ ８ ０ ９７５

４ ４２ １７７ １０ １ Ｏ ２３０

５ １ ２０ Ｏ ０ Ｏ ２１

合計 ３６０ １， ６４０ ２１５ ２２ １ ２， ２４２



　〔刀〕　同音連続のタイプ

　ｒ目葡辞書』のみであるか，前項の末尾音節と後項の頭音節か同音の場合に，連濁

率が９２％（２４例中２２例が連濁）と高くた っている 。

　他の条件については，一次，二次連濁率とさして大きた変化はなかった 。

四　結　　　論

　以上の調査結果および考察より連濁 ・非連濁の条件として顕著なものをまとめると

次のようになる 。

＜１＞

Ａ

Ｂ

＜２＞

Ｃ

必ず連濁を忌避するもの

後項第２音節以下に濁音があるもの

前項 ・後項の関係が対等であるもの

そのほとんどが連濁を忌避するもの

音象徴語

＜３＞連濁を忌避する傾向にあるもの

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

＜３１＞

　Ｉ

Ｊ

Ｋ

＜４＞

Ｌ

＜５＞

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

Ｑ

数量 ・程度を示すもの

用言連体形を前卿ことるもの

動詞連用移十動詞の語彬のもの

前項が後項の目的格となるもの

接辞を含むもの

Ｆの動詞連用形十動詞の語形と関連し連濁しにくくな っているもの

後項の音節数の多いもの

直前に母音連続のあるもの

直前の母音かＩであるもの

やや連濁しにくい傾向のもの

違濁該当音節が，サ ・シャ ・チャ 行音であるもの

逆に連濁しやすいもの

前項が蟹音で終わるもの

畳語（ただし擬音語の類は除く）

前項が長音で終わるもの

前項カミ省略形であるもの

前項末尾と後項頭音節が同音のもの
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ユ６

　Ａ・Ｂはｒ目葡辞書』においては例外がなく ，非連濁規則としての観制力を持って

いたが・『和英語林集成』においてはＡにｒ段梯子」ｒ踏んぱたがる」の２例，Ｂに

「かんだち」「みえがくれ」ｒたかびく」の３例の例外が現れるようにたり
，規則がや

や緩和されたものと思われる
。

　Ｃの音象徴語で連濁する例外はｒ日葡辞書』でｒさめざめ」ｒつくづく」ｒつれづ

れ」・『和英語林集成』でｒひしびし」ｒひそびそ」ｒたらだら」の計６例である。動詞

語幹等の畳語とも考えられるものが多い
。

　Ｄ ・Ｅ ・Ｆ ・Ｇのそれぞれは前項後項の結び付きが強く次いためであろう 。Ｈの接

辞を含むことについては，特に複合動詞に集中していることがわか った 。

　Ｌのサ ・シャ ・チャ 行音の子音は，音声的には，ｓ，工，ｔ工で表され，歯茎から硬口

蓋にかげてを調音点とする摩擦音もしくは破擦音であり ，共通点が多い。これらが連

濁しにくいのは音声的原剛こよるものであろう 。

　ＡからＱまでの条件問の関係としては，連濁を忌避するものと誘引するものとで

は１ 忌避するもののほうが強い影響力を持ち，優先されるようである 。

　そこで，非連濁撹則のＡ，Ｂと非連濁傾向のＣからＭまでの条件に該当する全ての

データを消去して，四次連濁率を算出する 。全体の連濁率は表９のようにｒ目葡辞

書』で７９％になり ，『和英語林集成』で７３％にたる。これは先に算出した三次連濁率

よりさらに高く ・『目葡辞書』では５例に４例は連濁するという高連濁率になる
。

　表１０は二辞書の一次連濁率から四次連濁率までを比較したものであるが，見かげの

連濁率である一次連濁率は，『和英語林集成』のほうが高いのに対し，非連濁優向の

ものを除いていくとｒ目葡辞書』が逆転する。ｒ日葡辞書』は非連濁規則に忠実で
，

その他はかなりの確率で連濁することになる
。

　その他，『和英語林集成』では，Ａ，Ｂの条件に例外が生じたこと（これは玩代語

においてはもっと多く見られるかもしれない），Ｅの用言連体彩を前項に取るものに

「あらきばり」「さるまつぶえ」たどの例外を生じたことなど非連濁観則が崩壊し，ま

　　　　　　　　　　表１０二辞書の連濁率の推移の比較

連濁率 目葡辞書１ 和英語林集成

一次連濁率 ４５．７４ ５０．７０

二次連濁率 ５４．９４ ５８．２４

三次連濁率 ７４．３２ ６９．３１

四次連濁率 ７８．８５ ７３．２７



た， Ｍ， Ｏの援音，長音の直後における連濁率が低下するなど，全体的に連濁，非連

濁傾向の誘因となるものが唆味にな っている 。

　以上の理由を二辞書の特性に求めるのではなく ，二辞書の編纂された時点の年代差

に求めると ，つまり ，約三百年問の変化としてとらえると ，連濁，非連濁に影響を与

える諸条件の影響力が薄れ，似た条件にある語などからの類推により連濁，非連濁が

決定されたものが増化してきたのではないだろうか 。

　さらにこの考えを推し進めると ，時代をさかのぼることにより ，たんらかの規則に

より ，連濁，非連濁が整然と規則づけられていた時代があり ，それに近付いていくの

ではないかという仮説を立てることができる。なお，その規則は，当然，今回認めら

れた規則および傾向とほとんど一致しなけれぱならない 。

　拙論では対象の性格により扱わなかったアクセソト ，使用頻度たどの問題を含め ・

その仮説を証明するためにも，上代から現代をつたく“一貫した検討が必要である 。

　＜注１＞調査にあたっては，以下の文献を主に参照した 。

　　　　　　奥村三雄ｒ連濁」（国語学会編ｒ国語学大辞典』東京堂出版）

　　　　　 ・小倉進平ｒライマソ氏の連濁論上 ・下」（『国学院雑誌』ユ６巻７ ，８号）

　　　　　 ・金田一春彦ｒ連濁の解」（ｒＳｏｐｈｉａ　Ｌｉｎｇｕｉｓｔｉｃａ』２）

　　　　　 ・中川芳雄ｒ連濁 ・連清（仮称）の系譜」（『国語国文』３５巻６号）

　　　　　 ・平野尊識ｒ連濁の規則性と起源」（『文学研究（九大）』７１）

　　　　　　桜井茂治「平安院政時代におげる和語の連濁について」（『国語国文』４１巻６号）

　　　　　 ・遠藤邦基ｒ連濁語のゆれ」（『国語国文』３５巻５号）「非連濁の法則の消長とその意

　　　　　　味　　濁子音と鼻音との関係から一」（隅語国文』１０巻３号）

　　　　　　森田武ｒ目葡辞書に見える語音連結上の一傾向」（ｒ国語学』１０８）

　＜注２＞株式会杜アスキーのカード型データベース谷
　く注３〉以下，表をあげず，顕著な傾向を述べるのみとす私

　＜注４＞表５はｒ日葡辞書』についてのみとする。表５は上段が用例数・中段が連濁数・（）

　　　　内が両彩，下段が連濁率を示す。

　＜注５＞桜井，遠藤両氏は，前掲の論文において，前項の濁音が連濁を忌避する傾向があると

　　　　してし ・る 。

　＜注６＞桜井氏は前掲論文において，後項第２音節が鼻音音節の場合も連濁を忌避するとして

　　　　し ・る 。
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